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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検出した生体信号に対応する生体情報を出力する生体情報測定手段と、現在時刻情報を
含む標準電波を受信するための標準電波受信手段と、計時動作を行う第１計時手段と、前
記標準電波受信手段によって受信した標準電波に基づき前記第１計時手段の時刻を修正す
る第１時刻修正手段と、前記第１計時手段から得られる時刻情報と前記生体情報測定手段
から得られる生体情報とを含む送信データを生成する送信データ生成手段と、前記送信デ
ータを送信するデータ送信手段とを有する携帯型情報送信手段と、
　前記データ送信手段からの送信データを受信するデータ受信手段と、計時動作を行う第
２計時手段と、前記データ受信手段によって受信した送信データに含まれる時刻情報に基
づいて前記第２計時手段の時刻を修正する第２時刻修正手段と、前記第２計時手段が計時
している時刻及び前記送信データに含まれる生体情報に基づく生体データを通知する通知
手段とを有する携帯型情報受信手段、とを備え、
　前記携帯型情報送信手段は、更に前記生体情報測定手段が身体に装着されたか否かを検
出する装着検出手段を有し、
　前記生体情報測定手段が身体に装着されていないことを前記装着検出手段が検出したと
き、前記標準電波受信手段は前記標準電波を受信し、前記第１時刻修正手段は前記標準電
波受信手段によって受信した標準電波に基づき前記第１計時手段の時刻を修正することを
特徴とする携帯型情報伝送システム。
【請求項２】



(2) JP 4874021 B2 2012.2.8

10

20

30

40

50

　前記携帯型情報送信手段は、更に第１識別情報を記憶する第１記憶手段を有すると共に
、前記送信データ生成手段は、前記送信データとして、更に前記第１識別情報を含む信号
を生成し、
　前記携帯型情報受信手段は、更に、前記第１識別情報に対応する第２識別情報を記憶す
る第２記憶手段と、前記第１、第２識別情報が所定の関係にあるか否かを判別する識別情
報判別手段とを有し、前記第２時刻修正手段は、前記第１、第２識別情報が所定の関係に
あると前記識別情報判別手段が判別したときに、前記送信データに含まれる時刻情報に基
づき前記第２計時手段の時刻を修正することを特徴とする請求項１記載の携帯型情報伝送
システム。
【請求項３】
　前記通知手段は、前記第１、第２識別情報が所定の関係にあると前記識別情報判別手段
が判別したときに、前記送信データに含まれる生体情報に基づく生体データを通知するこ
とを特徴とする請求項２記載の携帯型情報伝送システム。
【請求項４】
　前記携帯型情報送信手段は、更に前記標準電波に基づいて国情報を生成する国情報生成
手段を有し、前記送信データ生成手段は、前記送信データとして、更に前記国情報を含む
信号を生成し、
　前記携帯型情報受信手段の通知手段は、更に前記送信データに含まれる国情報を通知す
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一に記載の携帯型情報伝送システム。
【請求項５】
　検出した生体信号に対応する生体情報を出力する生体情報測定手段と、現在時刻情報を
含む標準電波を受信するための標準電波受信手段と、計時動作を行う計時手段と、前記標
準電波受信手段によって受信した標準電波に基づき前記計時手段の時刻を修正する時刻修
正手段と、前記計時手段から得られる時刻情報と前記生体情報測定手段から得られる生体
情報とを含む送信データを生成する送信データ生成手段と、前記送信データを外部へ送信
するデータ送信手段とを備え、
　更に前記生体情報測定手段が身体に装着されたか否かを検出する装着検出手段を有し、
前記生体情報測定手段が身体に装着されていないことを前記装着検出手段が検出したとき
、前記標準電波受信手段は前記標準電波を受信し、前記時刻修正手段は前記標準電波受信
手段によって受信した標準電波に基づき前記計時手段の時刻を修正することを特徴とする
携帯型情報送信装置。
【請求項６】
　更に識別情報を記憶する記憶手段を有すると共に、前記送信データ生成手段は、前記送
信データとして、更に前記識別情報を含む信号を生成することを特徴とする請求項５記載
の携帯型情報送信装置。
【請求項７】
　更に前記標準電波に基づいて国情報を生成する国情報生成手段を有し、前記送信データ
生成手段は、前記送信データとして、更に前記国情報を含む信号を生成することを特徴と
する請求項５又は６記載の携帯型情報送信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報や時刻情報を伝送する情報伝送システム、前記情報伝送システムの
構築に適した携帯型情報送信装置、携帯型情報受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、携帯型電子機器の一種として、現在時刻を表すタイムコードを含む標準電波
を受信して、前記タイムコードに対応する時刻に自動修正する電波時計が開発されている
。例えば、特許文献１に記載された電波時計は、腕時計型電波時計の本体に内蔵した受信
アンテナ及び受信回路により、送信所から送信された標準電波を受信して、前記電波時計
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の時刻のずれを修正するように構成されている。前記腕時計型電波時計は携帯可能な大き
さに制限されるため、電波時計本体に内蔵する受信アンテナが一定の大きさ以下に制限さ
れ、受信感度を上げることが難しいという問題がある。
【０００３】
　一方、他の携帯型電子機器として、特許文献２に記載されているように、心拍検出回路
と心拍数演算回路と心拍間隔データ送信回路を備えたチェストバンドを人体の胸部に装着
し、腕時計の本体に内蔵した受信アンテナ及び受信回路により、前記チェストバンドから
送信される心拍間隔データを受信して、腕時計に心拍数を表示するようにした携帯型心拍
計が開発されている。
【０００４】
　前記電波時計に心拍計測機能を追加しようとする場合、双方の受信アンテナと受信回路
を備える必要がある。このとき、腕時計サイズに小型化しようとすると、受信アンテナを
小型化せざるを得ないため、受信感度が劣化するという問題がある。また、ハードウェア
の回路規模が大きくなるため、受信感度を上げようとすると、アンテナのみならず周辺回
路にも大きなスペースが必要となり、ますます小型化が困難になるという問題がある。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－０８２１８７号公報（段落〔００１１〕～〔００２０〕、
図１）
【特許文献２】再公表ＷＯ９６／２９００５号公報（第５頁～第１５頁、図１～図７）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、小型化が可能で、時刻情報をより確実に受信して通知できるようにすること
を課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、検出した生体信号に対応する生体情報を出力する生体情報測定手段と
、現在時刻情報を含む標準電波を受信するための標準電波受信手段と、計時動作を行う第
１計時手段と、前記標準電波受信手段によって受信した標準電波に基づき前記第１計時手
段の時刻を修正する第１時刻修正手段と、前記第１計時手段から得られる時刻情報と前記
生体情報測定手段から得られる生体情報とを含む送信データを生成する送信データ生成手
段と、前記送信データを送信するデータ送信手段とを有する携帯型情報送信手段と、
　前記データ送信手段からの送信データを受信するデータ受信手段と、計時動作を行う第
２計時手段と、前記データ受信手段によって受信した送信データに含まれる時刻情報に基
づいて前記第２計時手段の時刻を修正する第２時刻修正手段と、前記第２計時手段が計時
している時刻及び前記送信データに含まれる生体情報に対応する生体データを通知する通
知手段とを有する携帯型情報受信手段、とを備えて成ることを特徴とする携帯型情報伝送
システムが提供される。
【０００８】
　携帯型情報送信手段側では、生体情報測定手段は検出した生体信号に対応する生体情報
を出力し、標準電波受信手段は標準電波を受信し、第１時刻修正手段は前記標準電波受信
手段によって受信した標準電波に基づき第１計時手段の時刻を修正し、送信データ生成手
段は前記第１計時手段から得られる時刻情報と前記生体情報測定手段から得られる生体情
報とを含む送信データを生成し、データ送信手段は前記送信データを送信する。
【０００９】
　携帯型情報受信手段側では、データ受信手段は前記データ送信手段からの送信データを
受信し、第２時刻修正手段は前記データ受信手段によって受信した送信データに含まれる
時刻情報に基づいて第２計時手段の時刻を修正し、通知手段は前記第２計時手段が計時し
ている時刻及び前記送信データに含まれる生体情報に対応する生体データを通知する。
【００１０】
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　ここで、前記携帯型情報送信手段は、更に前記生体情報測定手段が身体に装着されたか
否かを検出する装着検出手段を有し、前記生体情報測定手段が身体に装着されていないこ
とを前記装着検出手段が検出したとき、前記標準電波受信手段は前記標準電波を受信し、
前記第１時刻修正手段は前記標準電波受信手段によって受信した標準電波に基づき前記第
１計時手段の時刻を修正するように構成してもよい。
【００１１】
　また、前記携帯型情報送信手段は、更に第１識別情報を記憶する第１記憶手段を有する
と共に、前記送信データ生成手段は、前記送信データとして、更に前記第１識別情報を含
む信号を生成し、前記携帯型情報受信手段は、更に、前記第１識別情報に対応する第２識
別情報を記憶する第２記憶手段と、前記第１、第２識別情報が所定の関係にあるか否かを
判別する識別情報判別手段とを有し、前記第２時刻修正手段は、前記第１、第２識別情報
が所定の関係にあると前記識別情報判別手段が判別したときに、前記送信データに含まれ
る時刻情報に基づき前記第２計時手段の時刻を修正するように構成してもよい。
【００１２】
　また、前記通知手段は、前記第１、第２識別情報が所定の関係にあると前記識別情報判
別手段が判別したときに、前記送信データに含まれる生体情報に基づく生体データを通知
するように構成してもよい。
　また、前記携帯型情報送信手段は、更に前記標準電波に基づいて国情報を生成する国情
報生成手段を有し、前記送信データ生成手段は、前記送信データとして、更に前記国情報
を含む信号を生成し、前記携帯型情報受信手段の通知手段は、更に前記送信データに含ま
れる国情報を通知するように構成してもよい。
【００１３】
　また、本発明によれば、検出した生体信号に対応する生体情報を出力する生体情報測定
手段と、現在時刻情報を含む標準電波を受信するための標準電波受信手段と、計時動作を
行う計時手段と、前記標準電波受信手段によって受信した標準電波に基づき前記計時手段
の時刻を修正する時刻修正手段と、前記計時手段から得られる時刻情報と前記生体情報測
定手段から得られる生体情報とを含む送信データを生成する送信データ生成手段と、前記
送信データを外部へ送信するデータ送信手段とを備えて成ることを特徴とする携帯型情報
送信装置が提供される。
【００１４】
　生体情報測定手段は検出した生体信号に対応する生体情報を出力し、標準電波受信手段
は標準電波を受信し、時刻修正手段は前記標準電波受信手段によって受信した標準電波に
基づき計時手段の時刻を修正し、送信データ生成手段は前記計時手段から得られる時刻情
報と前記生体情報測定手段から得られる生体情報とを含む送信データを生成し、データ送
信手段は前記送信データを送信する。
【００１５】
　ここで、更に前記生体情報測定手段が身体に装着されたか否かを検出する装着検出手段
を有し、前記生体情報測定手段が身体に装着されていないことを前記装着検出手段が検出
したとき、前記標準電波受信手段は前記標準電波を受信し、前記時刻修正手段は前記標準
電波受信手段によって受信した標準電波に基づき前記計時手段の時刻を修正するように構
成してもよい。
【００１６】
　また、更に識別情報を記憶する記憶手段を有すると共に、前記送信データ生成手段は、
前記送信データとして、更に前記識別情報を含む信号を生成するように構成してもよい。
　また、更に前記標準電波に基づいて国情報を生成する国情報生成手段を有し、前記送信
データ生成手段は、前記送信データとして、更に前記国情報を含む信号を生成するように
構成してもよい。
【００１７】
　また、本発明によれば、少なくとも現在時刻情報及び生体情報を含む送信データを受信
するデータ受信手段と、計時動作を行う計時手段と、前記データ受信手段によって受信し
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た送信データに含まれる時刻情報に基づいて前記計時手段の時刻を修正する時刻修正手段
と、前記計時手段が計時している時刻及び前記送信データに含まれる生体情報に対応する
生体データを通知する通知手段とを備えて成ることを特徴とする携帯型情報受信装置が提
供される。
【００１８】
　データ受信手段は前記データ送信手段からの送信データを受信し、時刻修正手段は前記
データ受信手段によって受信した送信データに含まれる時刻情報に基づいて計時手段の時
刻を修正し、通知手段は前記計時手段が計時している時刻及び前記送信データに含まれる
生体情報に対応する生体データを通知する。
【００１９】
　ここで、更に、識別情報を記憶する記憶手段と、前記送信データに含まれる識別情報と
前記記憶手段に記憶した識別情報が所定の関係にあるか否かを判別する識別情報判別手段
とを有し、前記時刻修正手段は、前記両識別情報が所定の関係にあると前記識別情報判別
手段が判別したときに、前記送信データに含まれる時刻情報に基づき前記第２計時手段の
時刻を修正するように構成してもよい。
【００２０】
　また、前記通知手段は、前記両識別情報が所定の関係にあると前記識別情報判別手段が
判別したときに、前記送信データに含まれる生体情報に基づく生体データを通知するよう
に構成してもよい。
　また、前記通知手段は、更に前記送信データに含まれる国情報を通知するように構成し
てもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明に係る携帯型情報伝送システムによれば、システム構成要素の小型化が可能で、
時刻情報をより確実に受信して通知することが可能になる。
　また、本発明によれば、前記システムの構築に好適な携帯型情報送信装置及び携帯型情
報受信装置を提供することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムについて説明する。本実施の
形態では、心拍を測定する心拍計としての機能及び標準電波信号に含まれるタイムコード
に基づいて自動的に時刻修正を行う電波時計としての機能を有する携帯型情報伝送システ
ムの例を挙げている。
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムに使用する携帯型情
報送信装置１００のブロック図である。携帯型情報送信装置１００は、心拍測定機能及び
電波時計としての機能を有しており、心拍を測定する被測定者の胸に装着して使用される
チェストバンド形式のもので、携帯型情報送信手段を構成している。
【００２３】
　図１において、携帯型情報送信装置１００は、生体信号である心拍を検出して対応する
心拍信号を出力する電極１０１、電極１０１が被測定者の胸に装着されたか否かを検出す
る装着検出回路１０２、電極１０１からの心拍信号を波形整形して出力する心拍検出回路
１０３、所定周波数の信号を生成する発振回路１０４、発振回路１０４によって生成した
信号を分周して計時の基準となるクロック信号を生成する分周回路１０５、中央処理装置
（ＣＰＵ）１０６、ＣＰＵ１０６が実行するプログラム等を記憶した読み出し専用メモリ
（ＲＯＭ）１０７、心拍情報や識別情報等のデータを記憶するランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）１０８、送信回路１０９、受信回路１１０、送受信の切替を行う切替回路１１１
、アンテナ１１２を備えている。
【００２４】
　アンテナ１１２は、標準電波受信用と、心拍情報や現在時刻情報等を含む送信データの
送信用とを兼ねたアンテナである。前記送信データの周波数は標準電波とは異なる周波数
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に設定されている。
　ここで、電極１０１及び心拍検出回路１０３は生体情報測定手段を構成し、受信回路１
１０、切替回路１１１及びアンテナ１１２は標準電波受信手段を構成し、発振回路１０４
、分周回路１０５及びＣＰＵ１０６は第１計時手段を構成し、送信回路１０９、切替回路
１１１及びアンテナ１１２はデータ送信手段を構成し、装着検出回路１０２は装着検出手
段を構成し、ＲＯＭ１０７及びＲＡＭ１０８は第１記憶手段を構成している。また、ＣＰ
Ｕ１０６は、第１時刻修正手段、送信データ生成手段、国情報生成手段をも構成している
。
【００２５】
　図２は、前記携帯型情報伝送システムに使用する携帯型情報受信装置２００のブロック
図である。携帯型情報受信装置２００は、携帯型情報送信装置１００から受信した心拍情
報を通知する機能及び携帯型情報送信装置１００から受信した現在時刻情報に基づいて時
刻修正を行うと共に現在時刻を通知する機能を有しており、心拍を測定する被測定者の腕
に装着して使用される腕時計形式のもので、携帯型情報受信手段を構成している。
【００２６】
　図２において、携帯型情報受信装置２００は、携帯型情報送信装置１００からの送信デ
ータを無線によって受信するアンテナ２０１、アンテナ２０１によって受信した送信デー
タに含まれる心拍情報等の情報信号を出力する受信回路２０２、中央処理装置（ＣＰＵ）
２０３、ＣＰＵ２０３が実行するプログラム等を記憶した読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）
２０４、心拍情報や識別情報等のデータを記憶するランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）２
０５、所定周波数の信号を生成する発振回路２０６、発振回路２０６によって生成した信
号を分周して計時の基準となるクロック信号を生成する分周回路２０７、キースイッチ等
によって構成され心拍検出開始等の操作を行う入力手段２０８、表示駆動回路２０９、液
晶表示装置（ＬＣＤ）等によって構成された表示手段２１０を備えている。
【００２７】
　アンテナ２０１及び受信回路２０２によって受信可能な信号周波数は、情報送信装置１
００からの送信データは受信できるが、標準電波は受信できないような周波数に設定され
ている。
　ここで、アンテナ２０１及び受信回路２０２はデータ受信手段を構成し、ＣＰＵ２０３
、発振回路２０６及び分周回路２０７は第２計時手段を構成し、表示駆動回路２０９及び
表示手段２１０は通知手段を構成し、ＲＯＭ２０４及びＲＡＭ２０５は第２記憶手段を構
成している。また、ＣＰＵ２０３は第２時刻修正手段、識別情報判別手段をも構成してい
る。
【００２８】
　図３は、携帯型情報送信装置１００の処理を示すフローチャートであり、ＣＰＵ１０６
がＲＯＭ１０７に記憶したプログラムを実行することによって行う処理である。
　図４は、携帯型情報受信装置２００の処理を示すフローチャートであり、ＣＰＵ２０３
がＲＯＭ２０４に記憶したプログラムを実行することによって行う処理である。
【００２９】
　図５は、携帯型情報送信装置１００から携帯型情報受信装置２００へ送信する送信デー
タの形式を示す図である。図５において、送信データは、プリアンブル５０１、識別情報
（ＩＤ）５０２、心拍情報５０３、年月日を含む時刻情報５０４を有しており、各情報は
スタートビット及びストップビットによって挟まれている。
【００３０】
　識別情報５０２の設定方法としては、携帯型情報送信装置１００の製造時にＲＡＭ１０
８に識別情報を記憶させておき、携帯型情報受信装置２００の入力手段２０８から、前記
識別情報と所定関係（例えば同一）の識別情報をＲＡＭ２０５に記憶させるようにしても
よい。この場合、識別情報として、製品のシリアル番号やロット番号等を用いてもよい。
【００３１】
　また、他の設定方法として、携帯型情報送信装置１００の製造時にＲＡＭ１０８に識別
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情報を記憶させておくか、あるいは、ＣＰＵ１０６が発生した乱数を識別情報としてＲＡ
Ｍ１０８に記憶させておき、携帯型情報受信装置２００が携帯型情報送信装置１００から
最初に受信した送信データに含まれている識別情報と同一又は所定関係にある情報を識別
情報としてＲＡＭ２０５に記憶させ、この識別情報を用いて自己宛の送信データか否かを
判断するようにしてもよい。
　このように、送信データ中に固有の識別情報を含めることにより、他の機器の信号との
混信を防止することが可能になる。
【００３２】
　以下、図１～図５を用いて、本第１の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムの動作
を説明する。
　装着検出回路１０２は、携帯型情報送信装置１００（具体的には電極１０１）が使用者
の身体に装着されていない状態では、身体に装着されていないことを表す低レベル信号（
身体未装着検出信号）を出力し、携帯型情報送信装置１００（具体的には電極１０１）が
被測定者の身体（具体的には胸）に装着されている状態では、身体に装着されたことを表
す高レベル信号（身体装着検出信号）を出力する。
【００３３】
　ＣＰＵ１０６は、携帯型情報送信装置１００が被測定者の身体に装着されているか否か
を表す装着検出回路１０２からの検出信号に基づいて、情報送信装置１００が被測定者の
身体に装着されたか否かを判断する（図３のステップＳ３０１）。
　ＣＰＵ１０６は、装着検出回路１０２からの信号が未装着検出信号の場合には未装着と
判断して、標準電波の受信時刻が到来したか否かを判断し（ステップＳ３０２）、前記時
刻が到来したと判断すると、切替回路１１１の内部の同調回路を受信用回路に切り替える
と共にアンテナ１１２を受信回路１１０側に切り替え接続する（ステップＳ３０３）。
【００３４】
　次に、ＣＰＵ１０６は、現在時刻を表すタイムコードを含む標準電波を、アンテナ１１
２、受信回路１１０を介して受信し（ステップＳ３０４）、タイムコードを正常に受信し
た場合には（ステップＳ３０５）、計時時刻を前記タイムコードに対応する現在時刻に修
正した後（ステップＳ３０６）、分周回路１０５からのクロック信号に基づく計時動作を
行う（ステップＳ３０７）。
【００３５】
　ＣＰＵ１０６は、処理ステップＳ３０５において、タイムコードを正常に受信できなか
ったと判断した場合には、時刻修正を行うことなく、処理ステップＳ３０７に移行する。
　また、ＣＰＵ１０６は、処理ステップＳ３０２において、時刻修正を行う時刻が到来し
ていないと判断した場合には、時刻修正処理を行うことなく、処理ステップＳ３０７に移
行する。
【００３６】
　一方、ＣＰＵ１０６は、処理ステップＳ３０１において、装着検出回路１０２からの信
号が装着検出信号の場合には装着済みと判断して、電極１０１及び心拍検出回路１０３を
介して心拍信号を受信したか否かを判断し（ステップＳ３０８）、心拍信号を受信したと
判断した場合には、所定時間内に検出した心拍信号に基づいて、１分当たりの心拍数を算
出する（ステップＳ３０９）。
【００３７】
　次に、ＣＰＵ１０６は、算出した心拍数が正常値か否かを判断し（例えば、心拍数が所
定範囲内の数値であれば正常値と判断する。）（ステップＳ３１０）、正常値の場合には
、現在時刻情報、前記心拍数情報及びＲＡＭ１０８に記憶している識別情報を合成して図
５に示す形式の送信データを生成し（ステップＳ３１１）、所定周期で到来する送信時刻
になっていれば（ステップＳ３１２）、切替回路１１１の同調回路を送信用に切り替える
と共にアンテナ１１２を送信回路１０９側に切り替え接続し（ステップＳ３１３）、前記
送信データを送信出力する（ステップＳ３１４）。
【００３８】
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　このように、所定周期で周期的に送信データを送信するように構成しているので、特定
の時刻が到来したときに送信データを送信するような構成に比べて、特定時刻の到来を判
別する必要がないため、構成を簡略化することが可能になる。
　一方、被測定者が自己の腕に装着した携帯型情報受信装置２００側においては、入力手
段２０８によって心拍表示動作の開始操作行うと、ＣＰＵ２０３は、これに応答して受信
回路２０２をオンにし、情報送信装置１００からの送信データを受信開始する（図４のス
テップＳ４０１）。
【００３９】
　ＣＰＵ２０３は、受信した信号中のプリアンブル５０１を受信した後（ステップＳ４０
２）、識別情報５０２を受信する（ステップＳ４０３）。受信した識別情報がＲＡＭ２０
５に記憶した識別情報と所定関係にある（例えば、一致する）場合には（ステップＳ４０
４）、心拍情報と現在時刻情報を受信した後（ステップＳ４０５、Ｓ４０６）、受信回路
２０２をオフにして受信動作を停止する（ステップＳ４０７）。
　ＣＰＵ２０３は、受信した心拍数情報等に基づいて受信した信号が正常と判断した場合
には（ステップＳ４０８）、表示手段２１０の心拍数表示を、前記新たに受信した心拍数
の表示に更新する（ステップＳ４０９）。
【００４０】
　次に、ＣＰＵ２０３は、自己が計時している時刻の修正が必要か否かを判断する（ステ
ップＳ４１０）。ここで、ＣＰＵ２０３は、入力手段２０８の操作によって心拍検出動作
を開始した際の最初の送信データの受信の場合には、時刻の修正が必要と判断する。ＣＰ
Ｕ２０３は、時刻の修正が必要と判断した場合には、自己の計時時刻を受信した現在時刻
によって修正した後（ステップＳ４１２）、分周回路２０７からのクロック信号に基づい
て継続して計時動作を行い、所定時間待った後（ステップＳ４１１）、ステップＳ４０１
に戻って受信回路２０２を再びオンにし、前記処理を繰り返す。これにより、情報送信装
置１００側の送信周期に同期した受信動作が可能になり、消費電力を低減することが可能
になる。
【００４１】
　ＣＰＵ２０３は、処理ステップＳ４１０において、時刻修正が不要と判断した場合には
、時刻修正を行わずに処理ステップＳ４１１に移行する。
　ＣＰＵ２０３は、処理ステップＳ４０８において、受信が正常に行われたと判断しなか
った場合には、心拍数の更新処理や時刻修正処理を行わずに処理ステップＳ４１１に移行
する。
　ＣＰＵ２０３は、処理ステップＳ４０４において、識別情報が所定の関係にないと判断
した場合には、受信動作を行わずにステップＳ４０７へ移行する。
　また、ＣＰＵ２０３は、処理ステップＳ４０２において、プリアンブル５０１を所定時
間受信しない場合には処理を終了する（ステップＳ４１３）。
【００４２】
　以上述べたように本第１の実施の形態によれば、携帯型情報受信装置１００は自己の計
時している時刻を、受信した標準電波に含まれる現在時刻情報に基づいて修正すると共に
前記現在時刻の情報及び測定した心拍の情報を送信データとして送信し、携帯型情報受信
装置２００は自己の計時している時刻を前記送信データに含まれる現在時刻情報に基づい
て修正すると共に現在時刻及び前記送信データに含まれる心拍数情報を表示するようにし
ているので、従来の電波時計内蔵アンテナによって標準電波を受信して時刻修正を行う場
合に比べて、高感度な受信が可能になるという効果を奏する。
【００４３】
　また、送信データの形式が、従来の心拍検出システムで使用している送信データの形式
（識別情報＋心拍情報）に現在時刻情報を追加しただけなので、情報受信装置２００側は
ソフトウェアの処理の追加のみの簡単な構成でよく、ハードウェアは従来の心拍計測機能
付き腕時計のままで、電波修正機能を追加した腕時計を実現することが可能となる。
　また、情報送信装置１００が送信する電波は、標準電波より電界強度が強いため、情報
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受信装置２００に内蔵する受信アンテナ２０１と受信回路２０２の受信感度は、従来の電
波修正時計の受信感度より低くてよいため、安定動作が可能になるという効果を奏する。
【００４４】
　次に、本発明の第２の実施の形態に係る携帯型情報伝送システム、前記携帯型情報伝送
システムを構築するに好適な携帯型情報送信装置及び携帯型情報受信装置について説明す
る。
　図６は、本第２の実施の形態に係る携帯型情報受信装置の処理を示すフローチャートで
あり、図４と同一部分には同一符号を付している。
【００４５】
　図７は、本第２の実施の形態に係る携帯型情報送信装置から携帯型情報受信装置へ送信
する送信データの形式を示す図であり、図５と同一部分には同一符号を付している。図７
において、送信データは、図５の情報に加えて、どの国の現在時刻情報であるのかを表す
国情報７０１が含まれている。
【００４６】
　本第２の実施の形態において、携帯型情報送信装置のハードウェア構成は図１と同一で
あるが、ＲＡＭ１０８には、受信した現在時刻の国名を判別するための国判別基準情報が
記憶されており、ＣＰＵ１０６は、前記国判別基準情報に基づいて、受信した標準電波か
ら国名を判別し、図７に示した形式の送信データを生成して送信するように構成されてい
る。
【００４７】
　尚、標準電波から国名の判別は、標準電波の周波数及びコード形式に基づいて行うこと
が可能であるため、前記国判別基準情報として、標準電波の周波数及びコード形式と国名
とを対応付けた表を複数組記憶させておけばよい。
　また、携帯型情報受信装置のハードウェア構成は、図２と同一であるが、ＲＡＭ２０５
内に、情報送信装置から受信した最新の送信データに含まれる国情報が記憶されている。
【００４８】
　以下、本第２の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムの動作を説明する。尚、主と
して前記第１の実施の形態と相違する部分について説明することとし、同一部分について
は説明を省略する。
　情報送信装置１００のＣＰＵ１０６は、算出した心拍数が正常値の場合には、ＲＡＭ１
０８に記憶している識別情報５０１、心拍数５０２、現在時刻５０３、ＲＡＭ１０８に記
憶している前記国判別基準情報に基づいて判別した国情報７０１を合成して図７に示す形
式の送信データを生成し、所定周期で到来する送信時刻になっていれば、切替回路１１１
の同調回路を送信用に切り替えると共にアンテナ１１２を送信回路１０９側に切り替え接
続し、前記送信データを送信出力する。
【００４９】
　一方、携帯型情報受信装置２００側においては、ＣＰＵ２０３は、処理ステップＳ６０
３において国情報を受信して、処理ステップＳ４１２において時刻修正を行った後、受信
した前記国情報とＲＡＭ２０５に記憶した国情報を比較して、国情報の変更が必要か否か
を判断し（図６のステップＳ６０１）、受信した前記国情報とＲＡＭ２０５に記憶した国
情報が相違する場合には、ＲＡＭ２０５の国情報を新たに受信した国情報に修正すると共
に、表示手段２１０には新たに受信した国情報に対応する国名を表示した後、処理ステッ
プＳ４１１へ移行する（ステップＳ６０２）。
【００５０】
　ＣＰＵ２０３は、処理ステップ６０１において、国情報の修正が不要と判断した場合に
は、処理ステップ４１１へ移行する。以後、前記処理及び図４の処理と同様の処理を繰り
返す。これにより、情報受信装置２００の表示手段２１０には、心拍情報、現在時刻情報
及び前記現在時刻の国情報が表示される。
【００５１】
　以上述べたように、本第２の実施の形態では、前記第１の実施の形態と同様の効果を奏
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するのみならず、表示手段２１０に国情報を表示すると共に、使用する国にあわせて前記
国情報を修正するため、どの国で使用しているのかを容易に把握することができるという
効果を奏する。したがって、日本国のみならず米国等、時刻修正用の標準電波を使用して
いる国で使用することが可能になる。
　また、前記各実施の形態における携帯型情報送信装置は、心拍測定機能と電波時計機能
を有しており、心拍の時間的な変動を容易に把握することが可能になるという効果を奏す
る。
【００５２】
　尚、前記実施の形態では、携帯型情報送信装置として心拍測定機能を有する装置の例で
説明したが、歩数測定機能を有する装置や脈拍測定機能を有する装置等、生体情報を測定
する機能を有する装置に適用可能である。
　また、時刻や心拍数の通知は表示手段２１０によって行ったが、音によって通知する等
、種々の変形が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　心拍測定機能、歩数測定機能、脈拍測定機能等の各種の生体情報測定機能と電波修正時
計機能を有するシステムに適用可能である。
　また、日本国のみならず米国等、時刻修正用の標準電波を使用している国において利用
されるシステムに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムに使用する携帯型情報
送信装置のブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムに使用する携帯型情報
受信装置のブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る携帯型情報送信装置の処理を示すフローチャー
トである。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る携帯型情報受信装置の処理を示すフローチャー
トである。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムで使用する送信データ
の形式を示す図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る携帯型情報受信装置の処理を示すフローチャー
トである。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る携帯型情報伝送システムで使用する送信データ
の形式を示す図である。
【符号の説明】
【００５５】
１００・・・携帯型情報送信手段を構成する携帯型情報送信装置
１０１・・・生体情報測定手段を構成する電極
１０２・・・装着検出手段を構成する装着検出回路
１０３・・・生体情報測定手段を構成する心拍検出回路
１０４・・・第１計時手段を構成する発振回路
１０５・・・第１計時手段を構成する分周回路
１０６・・・第１計時手段、第１時刻修正手段、送信データ生成手段、国情報生成手段を
構成するＣＰＵ
１０７・・・第１記憶手段を構成するＲＯＭ
１０８・・・第１記憶手段を構成するＲＡＭ
１０９・・・データ送信手段を構成する送信回路
１１０・・・標準電波受信手段を構成する受信回路
１１１・・・標準電波受信手段及びデータ送信手段を構成する切替回路
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１１２・・・標準電波受信手段及びデータ送信手段を構成するアンテナ１１２
２００・・・携帯型情報受信手段を構成する携帯型情報受信装置
２０１・・・データ受信手段を構成するアンテナ
２０２・・・データ受信手段を構成する受信回路
２０３・・・第２計時手段、第２時刻修正手段、識別情報判別手段を構成するＣＰＵ
２０４・・・第２記憶手段を構成するＲＯＭ
２０５・・・第２記憶手段を構成するＲＡＭ
２０６・・・第２計時手段を構成する発振回路
２０７・・・第２計時手段を構成する分周回路
２０８・・・入力手段
２０９・・・通知手段を構成する表示駆動回路
２１０・・・通知手段を構成する表示手段

【図１】 【図２】
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